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１，定年退職と生涯現役

会社や役所に勤務している人たちには，定年退職制

度があり，一定年齢を超えた人達は，否応なく働く機

会を奪われます。2013 年 4 月，改正高年齢者雇用安定

法が施行され，企業は定年に達した希望者全員を 65

歳まで雇用する義務を負うことになりました。65 歳

を過ぎると働く機会はわずかになり，Rご隠居さんWの

生活になります。

私自身，R前期高齢者Wと厚労省により勝手に規定さ

れた歳を超え，年金受給者になりました。弁理士は，

社会で必要とされるスキルがあれば，いつまでも働き

続けることは可能でしょう。経営者として経営能力に

優れていれば，いつまでも事務所を経営していくこと

も可能でしょう。

しかし，例えば死ぬまで特許明細書を書き続けたい

と思いますか？ あるいは特許事務所の経営者とし

て，依頼人に対し，「ご無理ごもっとも」と頭を下げ続

けられますか？ 資金繰りの工面に頭を悩ませ続けら

れますか？

私自身，特許事務所に数年間勤務した後，20 代の後

半で独立開業しましたが，当時は日本の景気も上昇傾

向にあったために，依頼人も徐々に増えていくという

幸運にも恵まれ，努力が報いられる時代でした。忙し

くなると，家庭も顧みず泊まりがけで特許明細書を書

きまくりました。手書きでは追いつかないため，ワー

ドプロセッサーが普及してきたので，明細書の内容を
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弁理士という資格者の仕事には，原則定年はなく，生涯現役で働くのが当然，と思い込んでいませんか？

それなりに社会的評価も高く，知的財産権の現場で出願業務や，争訟業務などをこなし，悪戦苦闘しているう

ちに，いわゆる「専門バカ」になっていませんか？ 自分で自分の世界を狭くしてはいませんか？

自ら積極的に「定年」を設け，心身ともに健康なうちに，たくさんの自由時間を手に入れませんか？ 手に

入れた自由時間の使い方が分からない？ それは情けないはなしです。「弁理士としての仕事をし続ける」に

も，今は，若手弁理士がおおいに増え，過当競争気味でもあり，仕事にあぶれている現状もあることですから，

「老兵は去り」，{ご隠居さん�として「六つの富(フ)」をバランスよく活かし，「サードエイジ」を楽しむこと

をお勧めします。

「あなたは誰ですか？ 」の答えが，「私は弁理士です」（専門家としての権威主義の表れ？ ）では，人生を

十分に楽しんでいるとはいえません（個人的見解ですが…）。弁理士の皆様方は，この質問にどう答えますか？

「あなたの人生を評価するものさしは何ですか？ 」と聞かれ，職業上の成功を示す，目に見えやすい証し，

例えば高い報酬，権威のある肩書き，立派なオフィスなどを「ものさし」にしていませんか？

高齢者になっても，「日々にわれわれは賢くなりゆく」（英国の劇作家シェークスピアのことば）なので，縮

まないで視野を拡大し（老化防止），本当に好きなことをする自由時間を持ちたいものです。高齢者が業界のい

ろいろな役職につくこともそれなりに名誉なことなのでしょうが，それが本当にあなたの人生を評価するもの

さしになっていることなのでしょうか？ これからは，あなたが本当に好きなことを探しだす自己発見の旅に

出てみませんか。
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テープに吹き込み，専用の機械で再生しつつオペレー

タに文章化してもらうようになりました。当時は，過

労死する弁理士も珍しくなかったようです。

篠田節子の小説で，『38 階の黄泉の国』(1)という短編

があり，その中に主人公の菜穂子のむかしの恋人とし

て弁理士「菅原明也」が登場します(2)。菅原弁理士は

働きすぎで急死してしまいます。死亡した菅原弁理士

の傍らには，商標調査の資料が残っていて，これらの

書類が彼の生きた証とされていました。小説の中で主

人公は，むかしの恋人が残した調査資料を見て，「人の

一生が，こんな風に一つ一つリストをチェックしてつ

ぶしていくようなものだ」と感想を述べています。調

査資料が生きた証では寂しくないでしょうか？

しかしながら，2000 年前後以降から国策として弁理

士試験合格者を増やし続け(3)，今では弁理士業界は過

当競争状態にあるように見受けられます(4)。小さく

なってしまったパイを多数で分け合っても，等分には

行きわたらず，R格差Wが生じます。当業界にも貧困層

が増えているのかもしれません。

２，不幸を感じる高齢者

「日本人は高齢者ほど不幸である。老年ほど幸せを

感じる欧米とは対照的だ」と経済学者の大竹文雄氏

が，インタビュー記事(5)で述べています。幸福な若者

と幸薄い中高年，少子高齢化が進めば，不幸せな人が

だんだん増えていくようです。さらに社会保障費の財

政状況を考えると，年金支給額は減少傾向となり，退

職後の生活水準は低下することになります。国は，

2％のインフレを目指しているから，高齢者はインフ

レリスクをまともに受け，さらに生活は苦しくなる可

能性もあります。

また，この記事の中で最近ブームになっているト

マ・ピケティ著『21世紀の資本』についても触れ，「…

論じているような社会では景気が良くなっても，上位

1％の人しか所得が増えない。99％は変わらない。そ

うした感覚が共有されてしまうと，幸福感は上がらな

い。いずれ豊かさが行き渡る。そう確信できる政策，

成長を促す政策を進めることが大事ですね」とも述べ

ていることに共感できます。

大竹氏は，高齢者が幸せを感じるには，「新しいこと

に挑戦して変わることが大事」，「人と比べない生き方

を」，「利他的行動をしよう」と提言しています(6)。

日本の高齢者が幸せを感じるためにも，新しいこと

に挑戦して自分自身が変わることが大切であり，新し

いことに挑戦するためにも十分な自由時間が必要なの

です。また，資産運用，人脈作り，健康維持を工夫す

ることも幸福感の増進につながります。後述するよう

に，金融資産とその運用，健康，家族，友だち，楽し

みや趣味，社会貢献に対して，自由時間を利用して，

積極的にかかわることは，Rご隠居さんWを幸福にしま

す。

３，自由時間の使い方が下手な高齢者

（３−１）古代ギリシアの哲学者ソクラテスは，「The

unexamined life is not worth living.」（吟味されない

人生は，生きる価値はない）と言いました。

高齢者は，自分の弁理士人生における「刷り込み」

や「アンカー」をよくよく検討してもいい頃です。「弁

理士だから…」に続くフレーズは人それぞれでありま

しょうが，このようなフレーズが自分自身の「刷り込

み」や「アンカー」になって，自由で心浮き立つよう

な，ストレス・フリーな人生を放棄してはいないで

しょうか？

ここで「刷り込み」とは，ガンのひなが最初に見た

動く物体に愛着を持つことで，むかしのテレビコマー

シャルで，RひとWを母親と思いこんだガンたちが，飛

行機で飛行するRひとWの後についてR雁行Wする映

像が思い出されます。

「アンカー」は，知らない間にインプットされた（潜

在的に意識の中に刷り込まれた）情報が「アンカー

(錨)」となって，知らないうちに意思決定に影響を与

えてしまう，というようなことです。

例えば，「弁理士だから死ぬまで仕事をする」と生涯

現役を続けることを当然と思い，「弁理士だから移動

はファーストクラス（あるいはグリーン車）」（ちなみ

に米国一の金持ちビル・ゲイツはファーストクラスを

利用しない）と思いこんだりしていませんか？

「弁理士だから箱根や軽井沢に別荘くらい持ちたい」

と刷り込まれて不動産業者に法外な費用を支払ったり

していませんか？

特に昭和 40 年代から昭和の終わり頃までに合格し

た方々は，合格率が 3％前後であり，論文試験は専門 5

科目，選択 3科目の合計 8科目行われ，4，5日間試験

会場へ通うというハードな試験をクリアしてきたの

で，いわばエリートとしての誇りがあり，「弁理士（あ

るいは弁護士，公認会計士などの専門家でも同じ）だ
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から尊敬に値する」（権威主義）と意識下に刷り込まれ

ていませんか？ 「尊敬されるかどうかは，その人の

生き方次第」なのですが。

弁理士の必読書（と思うのは私だけかもしれません

が），『イノべーションのジレンマ』（翔泳社）の著者ク

レイトン・M・クリステンセンが，『イノベーション・

オブ・ライフ』（翔泳社）という一風変わったR自己啓

発本Wを書いています。「世界で最も厳密な経営理論

を応用して，幸せで充実した人生を送る方法を説明す

る本」です。原題は『How will you measure your

life?』であり，「あなたの人生を評価するものさしは何

ですか？ 」と問いかけています。伊藤元重東大教

授※は，『ハーバードビジネスレビュー』に掲載されて

いた原著を読み，「自分の人生のミッションとはなに

かということをしっかりと確認しておくこと」，「希少

な資源を適切に配分すること（時間や労力，おカネを

どのように費やすか）」が大切と解説しています。

（３−２）厚労省の発表（2014 年 10 月 1 日）によると，

2013 年のわが国の健康寿命は，男性が 71.19 歳（対

2010 年比＋ 0.78 歳），女性が 74.21 歳（同＋ 0.59歳）

に伸びたそうです。健康寿命とは，健康上の問題がな

く日常生活を普通に送れる状態を指します。健康寿命

と平均寿命の差は，男性で 9.02 年，女性で 12.40 年あ

るということです。この期間は介護など人の手助けが

必要となる可能性が高いということです。

健康寿命が尽きない前に，われわれは，多くの自由

時間を手に入れ，さまざまな活動を楽しまなければ，

人生を十分に吟味し，堪能したことにはならない，と

思うのです。自分自身の人生を吟味するためにも，十

分な自由時間があるRご隠居さんWになり，本当に好

きなことを探し出す自己発見の旅に出かけるのです。

「十分に吟味したけれど，弁理士業務を死ぬまで続

けることが，私にとって最良の選択である」と思う人

もいるかもしれず，「自由時間がたくさんあってもや

ることがない」，あるいは「自由時間を楽しむためのお

金が足りない」，「仕事をやめると業界の友人たちと疎

遠になる」（友人は量より質でしょう？ ）などの理由

から「弁理士業務を続ける」という方も多くおられる

ことと思います。

ご自分が弁理士という恵まれた職業（今ではそうい

えるかどうか，はなはだ疑問ですが）についておらず，

日本の大半の高齢者と同じように，定年退職し，「毎日

が日曜日」になった，すなわち自由時間だらけの生活

になったと想像してみてください。朝起きたときに，

「今日やること」がすぐに思い浮かびますか？ 目覚

めたときに心が弾んでいますか？

（３−３）さまざまな活動を楽しめる財政的基盤があ

り，健康であっても，有り余る自由時間を上手に使え

ず，負担になっている退職者が多いといいます。今ま

で仕事のことばかり考えていた人が，いきなり仕事の

ことを考えなくてもよい状況になるわけで，極端な言

い方をすれば，自由時間に何も考えることがなくなる

のです。こうした人々は，想像力と創造力を失ってい

ます。

日本の社会は，働かないことに罪悪感を持つように

条件づけられているように思われるし，多くの人々が

自由時間をどうやって楽しむのかがわからないのでは

ないでしょうか。弁理士の多くは，忙しく何かをする

ことにしか意味と満足を見出せないようにも見受けら

れます。自由時間に対して恐怖感をいだいた，いわば

R自由時間忌避シンドロームW患者ともいえます。

４，経済的自由人

（４−１）英国の経済学者ジョン・メイナード・ケイン

ズ（1883 年 6 月 5 日-1946 年 4 月 21 日）は，「生きる

ために働く必要がなくなった時，人は人生の目的を真

剣に考えなければならなくなる」と言ったそうで

す(7)。弁理士にも，生きるために働く必要がない方々

は大勢いらっしゃるのではないでしょうか。こういう

方々を「経済的自由人」と呼びます。

「自由」を経済的な意味で定義すると，「国家にも，

会社（組織）にも，家族にも依存せず，生きていくの

に十分な資産を持つこと」ともいえます。

むかしの英国貴族は，生きるために働く必要もな

く，カントリー・ライフを楽しんでいたようです。

代々の遺産を引き継いで，お金持ちはお金持ちのまま

いられたようです（「王朝モデル」としてピケティ教授

に批判されていますが）。このような貴族たちのカン

トリー・ライフからは英国特有の文化も生まれ育って

います。

町田市にある旧白洲邸武相荘（ぶあいそう）は，ケ

ンブリッジ大学クレア・カレッジに聴講生として留学

し，ケインズの授業も受けたといわれる白洲次郎が英

国貴族のようなカントリー・ライフを実践した場所
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で，私の好きな場所でもあります。英国貴族のような

広大な敷地や建物ではなく，農家を改造した小さな建

物でありますが，夫婦の生活ぶりを伝え聞く限りで

は，精神的な世界で十分に英国貴族に引けを取らない

ものです。80 歳まで 1968 年型ポルシェ 911Sを乗り

回し，ゴルフに興じ，また，トヨタの新型車（ソアラ）

のアドバイスなども行ない，三宅一生のショーにモデ

ルとして出演もした，という白洲次郎の精神的な世界

の豊かさに，まさに「遊びの時代」（サードエイジ，後

述する）を楽しんだ生きざまを感じます。

（武相荘：筆者撮影）

（４−２）「人生の目的は『お金持ち』になることでは

ありません。『しあわせ持ち』になることこそ我々が

生きている理由です。本来，我々の人生は毎年，毎年，

誕生日が来るたびに過去 1 年分の『しあわせ』が積み

重なってゆくべきです。そして，人生，最後の日が一

番たくさんのしあわせに囲まれている。それが『しあ

わせ持ち』の人生です。そんな『しあわせ持ち』にな

るためには私が『しあわせの六角形』と呼ぶ六つの

『富(ふ)』が大切です。それらは，ファイナンシャル・

アセット（金融資産），フィットネス（健康），ファミ

リー（家族），フレンド（友だち），ファン（楽しみ，

趣味），フィランソロピー（社会貢献）です」という人

生観を述べた方がいます。投資教育家の岡本和久氏

（CFA）(8)です。このような人生観に私も共感していま

す。

また，岡本氏が，2013 年 1 月の日本経済新聞に連載

した「資産運用 1年の計」の中で，「いまや人生 100 年

の時代です。長い人生は大きく 3つの期間に分けられ

ます。ファーストエイジは生まれてから社会に出て一

人前になるまでで，自分の収益力を高める『学びの時

代』です。…（中略）…セカンドエイジは，ファース

トエイジで培った人的資産を活用して，金融資産を形

成する時代です。…（中略）…サードエイジは，一般

に定年退職後の時代です。それまでに形成してきた金

融資産を活用するときです。この時代は自分が本当に

やりたいことをして，それが世の中のためになる『遊

びの時代』です。いわば『生きざま』を形成する時代

といえます。『学びの時代』の若い人たちに『私もあん

なふうに生きたい』という生き方を見せてあげること

で次世代の人的資産形成に資するのです」と述べてい

ます。

サードエイジを生きるシニア（Rご隠居さんW）たち

は，「長生きリスク」を解消するめどを立て（資産運

用），白洲次郎のように，自由時間の「遊び」を通じて

若い世代に影響を与えるという世代なのです。

（４−３）「人生の目的を真剣に考える」のは大変そう

だから，働かなくともいいけれど働く，というRご隠

居さんWにはなりきれない弁理士もいることでしょ

う。十分な自由時間があってこそ，（岡本氏が言うと

ころの）充実した「遊びの時代」を生きられるのでは

ないでしょうか？

われわれは，年を重ねるごとに，夢を一つ，また一

つと失っていないでしょうか？ 「戦略は，時間や労

力，お金をどのように費やすかという，日々の無数の

決定をとおして生み出される。あなたは一瞬一瞬の時

間の過ごし方や，労力とお金の費やし方に関わる一つ

ひとつの決定をとおして，自分にとって本当に大切な

のはこういうことだと，公に宣言しているのだ」，「自

分の血と汗と涙をどこに投資するかという決定が，な

りたい自分の姿を映し出していなければ，そのような

自分になれるはずもない」（上記『イノベーション・オ

ブ・ライフ』より）のです。

５，「長生きリスク」と「インフレリスク」

（５−１）米国の著名な経済学者のバートン・マルキー

ルは，その著書(9)で，「（1940 年代後半に生まれたいわ

ゆる）団塊世代の人々のうち 100万人以上が，100 歳

以上まで長生きするとみられている。…（中略）…そ

の結果老後を賄うのに十分なだけの備えを用意してい

ないのだ」と「長生きリスク」について述べています。

さらに，「最大の課題は，生きている間に蓄えが底をつ

かないようにするにはどうすればよいかということで

ある。…（中略）…無理のない老後生活を送りながら，

長生きして蓄えが底をつくリスクを最小化するような

ペースで，これまで増やしてきた資産のポートフォリ
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オを一定の割合で処分して現金化していく…」とも述

べています。

（５−２）また，米国の著名な証券アナリストである

チャールズ・エリスは，その著書(10)で，「（米国では）

過去 80 年間にわたって，市場リスクを取らなければ

インフレリスクに対抗できない」，「インフレが富の実

質的購買力を容赦なく破壊していく」，「インフレを考

慮したうえで，引退後の適切な生活水準を確実に維持

できるものか？ ほとんどの人にとって，この『十分

な収入』とは，引退前の収入の 75〜80％に，インフレ

による目減りを帳消しにするだけの年率 3〜4％の増

加分を加えたものである」と述べています。

（５−３）では，「長生きリスク」と「インフレリスク」

に対処するためにも働き続けることが大切なのでしょ

うか？ それなりの金融資産を保有し，正しい運用を

していたならば，支給される年金と合わせると経済的

には余裕が生まれ，両リスクに十分対応できるのでは

ないでしょうか。

自由時間における能動的な活動として，創作，読書，

エクササイズ，公園を散歩する，絵を描く，音楽を演

奏する，ダンス，講座に参加するなどをあげたひとが

います（アーニー・J・ゼリンスキー）(11)。

ゼリンスキーの著作（注 11 を参照）の中でも，「尊

敬欲求」の次のレベルとして「自己実現欲求」があり，

自由時間を最も楽しめるのは，自己実現ができたとき

である，と述べられています。自己実現としての活動

を「遊び」として十分に楽しみ，若い人たちに，「あん

な風に生きたい」と思わせるには，仕事の合間では足

りないように思います。

仕事に惚れこみ，完全に没頭していないかぎり，仕

事はアイデンティティのほんの一部を占めるにすぎな

いものです。他者からの尊敬欲求がとても強い高齢の

弁理士も多くおられ，「名誉職」につくことを生きがい

とされているように思える節もありますが，次のレベ

ルの「自己実現」を図られ，自由時間で遊ぶことのほ

うが大切であるように思います。

６，³ご隠居さん¸になって自由時間の達人になる

（６−１）ファイナンシャル・アセット（金融資産）に

ついて

その運用にあたり，「1に分散，2に分散，3，4がな

くて，5に分散」（伊藤元重東大教授）であり，世界市

場をターゲットにした国際分散投資を心がけ（ホー

ム・カントリー・バイアスに陥ることなく），世界市場

ポートフォリオを組んで運用することが経済学的に正

しい，とされています。個別銘柄の短期売買はギャン

ブルと心得，バイ・アンド・ホールドで，生活費が不

足したら「4％ルール」で，取り崩す額は 1年間に資産

の 4％以内にとどめれば，100 歳まで資金は枯渇しな

い，といわれています（前出のマルキール，エリスの

著作によれば）。

仮に，蓄えが 5千万円あれば，年間 200万円，月に

ほぼ 16万円の所得を確保できます（これに年金も加

算できます）。

ゴルフでは，「勝つための最善の方法は，ミス・

ショットをできるだけ少なくすることである」(12)とい

われていますが，アマチュア・ゴルファーができもし

ないプロ・ゴルファーのテクニックをまねれば，ミ

ス・ショットのオンパレードになることでしょう。ま

た，アマチュアのテニスでは，ポイントの 80％が敵失

によるものであり，プロのテニスでは，ポイントの

80％が勝ち取ったものである，といいます。要する

に，アマのゴルフやテニスでは，敗者がミスを重ねる

ことによって決まる「敗者のゲーム」なのだそうです

（注 10参照）。

証券運用の世界も，「勝者のゲーム」から「敗者の

ゲーム」に変化しているといいます。個人投資家は，

「平均への回帰」を信じ，「市場に勝つ」ことを目指さ

ず，市場を忠実に反映し，したがって市場に負けるこ

とはありえないモノ（エリスもマルキールもそれは

「インデックス・ファンド」であるという）で運用すべ

き，と私自身は考えておりますが，投資は自己責任で

すから，各人のご判断で…。

なお，全米随一の投資家ウォーレン・バフェットは，

自身の運用会社の株主に向けた手紙で，「私が遺書で

指示した助言に従えば，ほとんどの投資家は成功する

ことができる」と記しました。その助言とは，「10％は

短期国債に，そして 90％はコストの低い S&P500 の

インデックス・ファンドで（バンガード証券を推奨す

る）運用する」というものです。

（６−２）フィットネス（健康）について

毎日イスに座ってパソコンをたたく生活から脱し，

社会保障費削減のためにも健康寿命を長く保つための

�ご隠居さん�の勧め

パテント 2016Vol. 69 No. 10 − 115 −



自助努力を続け，痴呆症防止のためにもよく歩き，で

きれば週に 1 回は自然の中を歩いてRフィトンチッ

ドW（ロシア語の造語だそうです）の香りをかぐことが

良いようです。森の中で深呼吸すると気分が落ち着

き，さわやかさを感じます。これは森林浴効果と呼ば

れているもので，森林の樹木が放出しているフィトン

チッドが，脳内のアルファ波（α波）を増加させる，

といわれています。『日本百名山』の著者である深田

久弥氏（学生時代に直接お話しする機会がありまし

た）が，「都会人はR野生の充電Wが定期的に必要であ

る」と話しておりました。

（高尾山から見た富士山：筆者撮影）

（６−３）ファミリー（家族）について

残念ながら配偶者を亡くされた方や生涯独身という

方もいらっしゃるかもしれませんが，前期高齢者以上

の世代では子どもたちが家を離れ，夫婦 2 人きりの

（未知の領域？ ）生活になられたものと思います。

夫婦 2 人だけの時間を多く持つことに不慣れな方々

は，外に働きに出られる傾向があります。世間並み

に，弁理士も 65 歳で仕事から身を引き，自由時間を充

実させ，夫婦の会話時間も増やし，夫婦ともに本当に

好きなことに打ち込む「遊びの時代」を生きるのは素

敵なこととは思いませんか？

今まで仕事人間であった夫は，積極的に家事を手伝

うことが，家庭内でよりよい人間関係を築く秘訣のよ

うな気もします。

お茶の水女子大学名誉教授の外山滋比古氏は，高齢

者の男性の料理について，次のように述べています。

「料理は，ただ切って刻んで，煮たりする手先だけの

仕事ではない。頭を使わないと，うまい食べ物は作る

ことができない。手だけでなく，頭も使ってするの

が，本来の料理である。

かつて中国文学の学者からR料理Wというのは，R理

（ことわり）を料する（考える）Wということです，と

教わった。

（中略）

手をはたらかせ，頭もつかって作る料理は食べるよ

りむしろ作るのに意味がある。ことに高齢者にとっ

て，食べ物をつくるのは，たいへんいい運動になる。

このごろ流行の散歩などより，よほどエクササイズ

（運動）効果は大きい」（『老いの整理学』扶桑社新書よ

り）

（６−４）フレンド（友だち）について

弁理士業界での交際で親しく交わっていたひとたち

でも業界から距離を置いた途端，連絡もなくなるとい

う浅薄な関係も多いのが現実です。業界内や職場内で

培ったR浅い友情Wは自由時間の充実にはまったく役

には立たず，外で培った友情は深まります。

上述した外山名誉教授は，「わたくしは，七十を過ぎ

たころから，おしゃべりする目的の仲間づくりを始め

た。メンバーは，若いときからつき合いのあった人で

はなく，新しくつくった仲間である。仕事や経歴もバ

ラバラである。そういうグループのほうが，のびのび

話ができて楽しい」（『老いの整理学』より）と述べ，

私も実感しています。

利他的な人間関係が，より良い人とのつながりをつ

くります。

（６−５）ファン（楽しみ，趣味）について

自由時間の達人になり，クリエイティブになれる領

域であります。クリエイティブになるということは，

ありきたりではない考え方や行動ができる，すなわち

体制順応主義者にはならないということでもありま

す。

私自身は，読書とゴルフが好きです。読んだ本の自

分なりの要約，感想などを書きしるすことも好きで

す。自由時間の質を飛躍的に高める能動的な活動とし

て「読むこと」と「書くこと」が大切なようです。

「書くこと」のひとつとして「自分史」を書くことを

勧める方も多い（例えば立花隆著『自分史の書き方』

講談社など）。私は，子どもたちに我が家のルーツを

伝えるために写真入りの自分史を書き，CDに記録し

ました。手紙を書くのもいいそうです。また，シニア
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には，「エンディング・ノート」を書くということも必

要なような気もします。

「良き書物を読むことは，過去の最も優れた人達と

会話をかわすようなものである」とデカルト（フラン

スの哲学者）は述べ，「良い本を読まない人は，字の読

めない人と等しい」とソクラテスは述べ，「良い本」が

娯楽のための小説だけではやはりいけないのであっ

て，歯ごたえのあるものに挑戦できるのも自由時間が

十分にあるからでもあります。

ときには映画館（あるいは美術館やコンサート会場

など）まで足を運び，映画や絵画などを鑑賞し，コン

サートを聞くことも好きです。寄席や野球場に足を運

んでもいいのです。このような場所へ出かけるには，

混みあわない平日が最適です。ときどき，高尾山程度

の低山へ登り，R野生の充電Wをしてきます。ゴルフ場

でも若干のR野生の充電Wが可能です。

季節ごとに近場の行楽地へ 1 泊程度のドライブに夫

婦で出かけます。梅や桜を鑑賞し，雨中のアジサイを

眺め，新緑や紅葉の山へ足を踏み入れ，雪降る温泉に

つかるということを楽しんでいます。

上述したようなことを，「息抜きと休息の時間で，翌

日の仕事のために活力を充電するとき」としか考えら

れないひとは，自由時間の達人ではありません。

気の合うひとたちとお酒を酌み交わし，おしゃべり

に興じることも好きです。私は，東京で生まれ育ちま

したので，小学校から大学までの友人がいて，お互い

の都合がつけば会ってはなしたり，ゴルフに誘いあっ

たりしています。

先ほど紹介した外山名誉教授の本では，「老い」は

「shrinkage（縮み）」(13)なので，「縮小予防法としての拡

大」を図ることのひとつとして，新聞を本気で読むこ

とを勧めています。

「精神的に老化がいやだったら，おもしろくなくて

も，おもしろくないからこそ，新聞を読むという荒業

をすることである。本当に新聞を読んだことがない高

齢者にとって，本当に新聞を読むというのはたいへん

な苦行である」と述べ，「気に入った記事があったら，

切り抜いて，袋などに入れて保存する。テーマごとに

袋を替える。だんだん切り抜きが増えていくのは楽し

いものである」，「切り抜きをつくって新聞を読むのは

知的な作業であって，頭を若々しくする効果は小さく

ないように思われる。新聞も読みようによっては人生

学校のテキストになる」とも述べています。（『老いの

整理学』より）

また，ラジオやテレビも番組が多すぎて選ぶのが大

変であるが，娯楽だけを目的とした（スポンサーのた

めの番組のような）おもしろさが浅いものではなく，

新しいおもしろいものを発見して視聴することで，自

分の世界を押し広げることができるといいます（『老

いの整理学』より）。

このような趣味あるいは楽しみは，認知症防止にも

なります。私自身，数年くらい前から日本経済新聞の

切り抜きをしたおかげで，いくらか経済と金融に関し

ての知見が広がりました。また，NHKの Eテレで放

映されていた『パリ白熱教室』などは，学生時代のゼ

ミの授業を思い出すとともに，「利益率(r)＞成長率

(g)」の意味するところもいくらか腑に落ち，自分の

世界を押し広げられたような気になります。小さなラ

ジオを持って散歩に出かけることが多いのですが，ラ

ジオは映像がない分，イマジネーションを高め，同じ

ように認知症防止に役立つ気がします。

また，自由時間の達人になるには，自己実現のス

テージにある状態が望ましく，例えば，「地味だがお

しゃれか？ （ブランド名がごてごて書かれた派手な

服は着ない）」，「社交的だが 1 人の時間も大切にして

いるか？ 」，「モノ中毒になっていないか？ 」，「友

情は量より質を大事にしているか？ 」，「他者の視点

を受け入れているか？ 」，「内面的な生活が豊か

か？ 」などの質問に「イエス」と答えられることで

あります（ゼリンスキーの前記著作（注 11）から）。

（６−６）フィランソロピー（社会貢献）について

Rご隠居さんWといえども弁理士としての長年培っ

たスキルを生かせれば最高です。

落語に出てくるRご隠居さんWは，R一見もの知り

風WのR知識人Wぽい存在で，長屋の住人たちの相談

相手になっています。我々弁理士も，知的財産に関し

ては，RすべからくWとはいえないが，国家試験に合格

するだけのR相応な知識人Wであります。最先端の科

学技術に通じているかといいますと，たいていは

「ノー」でありますが，R相応な知識人Wである弁理士

で，年金受給者は，「特許・商標お助け団」のような団

体を結成し，手数料をもらうなどとは言わず，日本全

国のRアントレプレナーWたちを無償で手助けしても

いいのではなかろうか，などと考えています。

日本弁理士会の会館内での発明相談や各支部での相

�ご隠居さん�の勧め

パテント 2016Vol. 69 No. 10 − 117 −



談や催し物だけではなく，個人や中小企業のイノベー

ションの芽を育て，わが国産業の発展に寄与できたら

いい，という夢はあっても，未来のアントレプレナー

たちは，落語の「はっつぁん」や「クマさん」のよう

にRご隠居Wのところへは転がりこまず，待っていて

もやってこないのが現実のようです。

長年のスキルを活かす以外にも，国際機関や公共施

設，あるいは母校やふるさとの施設などへの寄付も有

用でありますし，地域活動も有意義なのですが，オ

トーサンたちは地域デビューが難しいようです。

社会貢献をするということは，「情けは人のためな

らず」であり，最後には自分にいい報いが返ってきま

す。

７，おわりに

Rご隠居さんWになるには，「老害」で周りに迷惑を

かける前に，自ら「定年」を設けて，惰性で働くこと

から退くという「大いなる決断」が必要です。このよ

うな決断は，残されたサードエイジを「遊びの時代」

として生きていくチャンスなのです。

少子(超)高齢化社会で，高齢者が「しあわせ」を感

じるためには，自由時間の達人になることです。自由

時間を楽しむには仲間が必要だろうか？ 一人の時間

をあなたは楽しめるだろうか？ 自己実現できた人は

一人を楽しむことができます。自分のアイデンティ

ティの土台を社会的な集団（例えば日本弁理士会や職

場）に置くことはなく，自分の信念と欲求のもとに一

人で立ち，他の人々からの批判や反対を受けて立つこ

とができます（スルーする力）。他人の目を気にする，

すなわち他の人々の評価に依存する人は，セルフ・エ

スティーム（ありのままの自分を受け入れ，それを尊

重する気持ち）（self‐esteem）が低く，一人を楽しむ

ことが難しいようです。セルフ・エスティームが高い

人ほど，一人の時間を自分の内面へ向けることができ

ます。

一人でも，仲間と一緒でも，自由時間を本気で楽し

むために，Rご隠居さんWをお勧めしたいと思います。

以上。

（注）

(1)1994 年集英社発行の『愛逢い月』に収録

(2)むかし筆者が『Patent』に「弁理士が登場する小説」という

タイトルで投稿しました

(3)平成 14 年に 5,121 人，平成 25 年 7月末で 10,156 人

(4)平成 14 年の特許出願件数 421,044 件，平成 24 年は

342,796 件

(5)2014/12/27付日経新聞夕刊

(6)「日本の幸福度」（格差・労働・家族）日本評論社-2010/7/25

発行

大竹 文雄（著，編集），白石 小百合（著，編集），筒井 義

郎（著，編集）

(7)2004 年発行の日本経済新聞社編『働くということ』（日本経

済新聞社）で引用

(8)『金遣いの王道』林望と共著 2013 年日本経済新聞出版社，

『100 歳までの長期投資』2007年日本経済新聞出版社など多

数の著作あり，「CFA」とは Chartered Financial Analystの

略

(9)『ウォール街のランダム・ウォーカー』（原著第 10版）（日

本経済新聞出版社）

(10)『敗者のゲーム』（原著第 5版）（今年原著第 6版発行）（日

本経済新聞出版社）

(11)『働かないって，ワクワクしない？ 』（VOICE新書）の

著者

(12)トミー・アーマー（米国のプロ・ゴルファー）のことば

(13)英国女流作家ヴァージニア・ウルフのことば

※伊藤元重東大教授の肩書きは執筆時

2016 年 7月 20 日現在「学習院大学教授 東大名誉教授」

(原稿受領 2015. 3. 3)
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